




第 ２５ 回　名城大学電気会　新春懇談会
日時　　令和 2年 1月 25 日（土）15 時 00 分～ 18 時 00 分
場所　　ホテル名古屋ガーデンパレス
内容　　第一部　パネルディスカッション　3F　錦の間　17：00～17：50
　　　　テーマ：「人工知能とロボットによる未来と課題」
　　　　第二部　懇親パーティー　2Ｆ　翼の間　18：00 ～ 20：00
　　　　　式次第
　　　　　　一、開会の辞
　　　　　　一、名城大学　学歌斉唱
　　　　　　一、電気会会長挨拶
　　　　　　一、電気電子工学科長挨拶
　　　　　　一、理工学部長挨拶（ご都合により欠席）
　　　　　　一、校友会会長代理挨拶
　　　　　　一、乾杯　理工同窓会会長
　　　　　　　　歓談
　　　　　　一、名城節斉唱
　　　　　　一、閉会の辞
　　　　　参加者　
　　　　　　・一般　39 名（電気会役員含む）
　　　　　　・来賓　12 名　・教員　11 名（ＯＢ教員 2名含む）
　　　　　　・大学院生　12 名　・学部生　17 名　計 91 名

新春懇談会は、今年度で第 25 回を迎えることができました。実に4
半世紀であります。そして、令和になって初の会でもあります。役員一同、
これまでご尽力をいただきました諸先輩方に改めまして敬意を表しますとと
もに、新たな時代の幕開けに身の引き締まる思いをしているところです。

今年度の参加者は、昨年度より増え91 名でした。そして、学生の参
加者も昨年度より増え29 名でした。このような会は、参加者が増えるほ
ど価値が高まります。皆様のご協力により、毎年参加者を増やしていきた
いと考えています。

第一部では、昨年度に引き続き、パネルディスカッションを行ないました。
テーマは「人工知能（AI）とロボットによる未来と課題」です。コーディネー
ターは、電気会会長の伊藤、パネラーとして、この分野の専門家である、
電気電子工学科の堀田先生と田崎先生にお願いいたしました。堀田先
生は、ディープラーニングによる画像処理に関する研究をされており、こ
の分野の世界的な研究者が集まるメリーランド大学の研究チームで学ば
れた先生です。そして、田崎先生は、㈱東芝でロボットや自動運転の研
究をされた後、2018 年度に名城大学に着任され、その年にロボットの世
界大会に出場されて総合優勝しています。いずれの先生もこの分野で大
変活躍されている先生です。

はじめに、両先生から、話題提供として10 分程度のご講演をいただ
きました。堀田先生からは、AIにおけるキー技術であるディープラーニン
グの基本的な説明や画像処理への応用例のご説明をいただき、田崎先
生からは、AIを搭載したロボットの応用例と今後の人間との関わりについ
て、わかり易くご説明をいただきました。

その後、学生や若手参加者を中心にディスカッションを行いました。以
下に、Q&Aの一部をご紹介します。

Q：AI は何が得意で何が不得意なのか？
A：過去のデータに基づく将来予測は得意だが、過去に例のな

い状況での予測は困難。
つまり、創造的な答えを出すのは現状のAI には困難。

Q：どんな職業が今後なくなる可能性が高い？
A：過去のデータに基づいて判断する職業。例えば医者や弁護

士など。また、ロボットに代替される単純作業。逆に、工
学系の学生が目指している研究者、技術者などの創造性を
必要とする職業は無くなる可能性は小さい。

Q：一般家庭にロボットが普及するのはいつ頃？
A：すでに、AI が組み込まれた製品は市販されている。ロボッ

トが当たり前に家庭に導入されるのは
もう少し時間がかかりそう。

Q：AI を普及させるために、何かの方策は採られているのか？
A：AI の仕組み（ソフト）は、現在、誰でも使用できように

公開されている。このため、急速に開発・応用が進んでいる。
Q：スポーツ観戦が好きなのだが、スポーツの分野にはどのよ

うな形でAI が導入されるのか？
A：例えば野球で言えば、バッターの過去の実績を AI で分析

してピッチャーの配球が決定されるなど、今後は、各チー
ムでAI 同士の戦いになる可能性がある。

Q：AI は、本当に良いものなのか？
A：AI にも課題はある。例えば、独裁国家はビッグデータを

容易に集めることができるので、今後、力を持つことにな
るかもしれない。そして、これが戦争に使われることも懸
念される。既に、AI を搭載したドローンが紛争に使用さ
れている。また、AI 技術を持つ企業と持たない企業の経
済的格差が拡大し、社会は貧富の差が拡大する可能性もあ
る。さらに将来は、AI が意思を持ち、人間の能力を超え、
人間が支配される、などと予測する研究者もいる。このよ
うに、AI には負の側面もある。

今回、AI・ロボットについて、多面的に議論し、理解を深めることが
できたと思います。来年度も興味深いテーマで、ディスカッションしたいと
考えています。

懇親パーティーでは、今年も、名城大学出身の津軽三味線奏者杉
山大祐様の情熱的な演奏で飾っていただきました。杉山様は10 歳か
ら津軽三味線を習い始め、現在はプロとしてご活躍されています。津
軽三味線の全国大会では２度の優勝を果たされており、海外での演奏
経験もあります。

続いて電気会会長、電気電子工学科長、校友会副会長から挨拶
を賜り、その後、理工同窓会会長より盛大に乾杯のご発声を頂きました。

今年度は、学生が人脈を広げることを後押しするため、学生用の名
刺を用意しました。そして、10 名以上と名刺交換した学生に、図書券
を進呈するゲームを実施しました。これは想定以上に良い効果がありま
した。学生は素直に名刺交換を積極的に行い、会話が弾み、会場は
大変和やかな雰囲気になりました。

歓談の途中では、理工学部後援会会長代理、ＯＢを含む電気電
子工学科教員、各科同窓会役員の皆様からご挨拶を頂き、再び杉山
様の演奏がありました。今年度はキーボード奏者との共演であり、大迫
力の演奏でした。そして、その後は今年も知多のご当地アイドルグルー
プ「知多娘」のパフォーマンスがありました。学生も大いに盛り上がり、
知多娘と一緒に歌って踊りました。

後半は、電気会岩室顧問、機械会森澤様の音頭により名城大
学の応援歌を全員で斉唱しました。そして電気会副会長の小林が
中締めを行なった後、全員で記念撮影を行ないました。

今年も、大変充実した楽しい新春懇談会になったと思います。来
年もできる限り多くのご参加をいただきたいと思いますので、皆様のご
協力をお願い申し上げます。

第 26 回新春懇談会のご案内
日時　　2021 年 1 月 30 日（土）15：00 ～ 18：00
場所　　名古屋ガーデンパレス

※新型コロナウィルス感染症の状況次第で、延期または中止となる可能性がございます。
内容　　1. パネルディスカッション（予定）15：00 ～ 15：50
　　　　2. 懇親パーティー　16：00 ～ 18：00
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今年もさわやかな秋晴れの中、電気電子工学科恒例の研究
室対抗ソフトボール大会が行われました。残念ながら、今年も
OBチームの参加者が少なく７名でした。不足メンバーについて
は、試合の無い学生に応援をお願いし、参加していただきました。
初戦は、村田研究室との対戦でした。初戦ですのでOBチー

ムには元気があり接戦となりました。結果は、5－3で勝つこと
ができました。次の試合は、平松・竹田・内田研究室 Aチー
ムとの対戦でした。このチームは、ユニホームを新調しており、
気合が違います。結果は、1－16と完敗でした。このチームは
その後も勝ち続け、優勝しています。

午後からは、敗者復活戦が行われました。平松・竹田・内
田研究室 Bチームには9－6で勝ちました。その次は増山研
究室と対戦し、4－12で敗れました。
上位 3チームの結果は、下表のとおりです。今年はなんと、

児玉山崎研究室が毎年優勝している堀田研究室を破り、2 位
になりました。

今年も怪我はなく、楽しく参加することができました。OBと学
生が触れ合う大変良い機会になったと思います。ご参加いた
だきました皆様には、お忙しい中、大変ありがとうございました。
来年も楽しく参加したいと思います。多くの皆様のご参加をお待
ちしております。

事業名：第 42 回電気電子工学科研究室対抗ソフトボール大会
日　時：令和元年 10月26日（土）　9：00～　
場　所：名城大学　第二グランド

参加メンバー（敬称略）：小林　正彦、中山　賀博、鬼頭　優斗、北岡涼太郎、三ツ井優人、柴垣　敬太、伊藤　公一
試合結果：優勝　平松・竹田・内田研究室Aチーム　　２位　児玉・山﨑研究室　　３位　村本・村上研究室

第 42 回研究室対抗ソフトボール大会

2019 年度電気電子工学科卒業研究中間発表会
日時：2019 年 9 月 7 日（土）　集合 9：30
場所：名城大学 天白キャンパス タワー 75　2階 学生ホール
スケジュール：
　＜発表会＞第1回 9：40～11：00　第2回 11：10～12：30

第 3 回 14：00～15：20　第4回 15：30～16：50
　＜表彰式および懇親会＞ 17：30 ～ 18：30
場所：名城大学　天白キャンパス　タワー75　レセプションホール

電気会は、平成 28 年度から、名城大学理工学部電気電子
工学科との共催により、卒業研究中間発表会を実施しています。
その目的は、以下の通りです。
①　学生に電気会への理解を深めていただくこと。
②　社会人（ビジネス）の立場から研究内容を評価し、学生に

対して指導を行うこと。
③　電気会が大学の研究内容に対し、より理解を深めること。

今年度は、学部 4 年生 129 名および修士 2 年生 22 名の学
生が発表を行いました。発表方法は、ポスターセッションの形式
です。スケジュールにあるように4回に分けて発表を行い、電気
会の審査員が評価を行いました。研究内容は、電力系統、太
陽光発電、ロボット制御、可視光通信、レーザ応用、電波応用、
機械学習、殺菌処理、車両運転支援等々、電気電子技術を
核として、その応用分野は極めて多岐に渡る幅広い内容であり、
いずれも大変興味深いものでした。
学生の発表に対する全体的な評価は、とても高いという印象を

持ちました。ポスターの書き方、発表の仕方、研究内容への理
解、質問への対応などの平均レベルは高く、教員の皆さまの日
頃の指導に対し、敬意を評したいと思います。ただし、一部の
学生においては、自信なさそうに発表される方、また、研究の背
景や目的をあまり把握されていない方も見えました。両者は密接
に関連する内容だと思います。研究の背景や目的をしっかり把握
すると、研究に対して自信を持てるようになります。2月に実施され
る卒業研究発表会では、ぜひ、自信を持って発表していただきた
いと思います。
懇親会では、各回の発表者の中から、電気会にて最も優秀

な学生を1名ずつ、計 4名を選定し表彰しました。そして、賞品
として図書券をお渡ししました。表彰を受けた学生は、いずれも大

変熱意のあるプレゼンテーションを行い、わかりやすく説明されてい
ました。

卒業研究の中間時点において、社会人からこのような評価を
受けることは大変意義のあることだと思います。学生・大学院生
は大変勉強になったのではないでしょうか。卒業研究を行うこと
で、企画力、問題解決力、文章力、プレゼンテーション力など、様々
な仕事で役立つ総合的な力が養われると思います。学生の皆さ
まは、一生懸命、これに取り組んでいただきたいと思います。

電気会会長賞受賞者：
①　北崎竜也（熊谷研究室）「高効率プラズマ遺伝子導入に

向けた細胞内への蛍光試薬導入率の時間発展計測」
②　野間大和（中條研究室）「2 眼カメラを用いた最大比合

成による可視光通信のシンボル誤り率改善手法」
③　安原千絵（中條研究室）「スマートフォンの液晶ディスプレ

イと室内カメラを用いた長距離可視光通信」
④　敷島惇也（田崎研究室）「単眼カメラと三次元地図を用

いた自動運転向け障害物・走路検出」
審査員：岩室隆、伊藤栄、常田勝男、岩田和久、小林正彦、

中山賀博、鬼頭優斗、伊藤公一
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2019 年度　優秀発表賞受賞者

2019 年度　優秀発表賞受賞者論文紹介

電気電子工学専攻　修士論文公表会
受 賞 者 題　目

澤田　　賢 EL画像を用いた PIDモジュールの出力推定に関する研究

松月　大輔 高難易度画素用の損失関数を用いた学習の効率化

岩田　直幸 プラズマ活性溶液の殺菌と植物生長促進に関する研究

電気電子工学科　卒業研究発表会
受 賞 者 題　目

相澤　邦哉 EL画像を用いたガラス割れモジュールの出力推定に関する研究

鈴木　元就 線状の気液界面を活用したプラズマと細胞の相互作用の分析に関する研究

伊吹　侑祐 物体姿勢推定のためのインスタンス選択によるセグメンテーション精度向上

天野　慎吾 プラズマ支援ミストCVD法による超撥水膜の合成

池戸　僚汰 協調学習を用いたセマンティックセグメンテーション

永井　健太 Heプラズマスパッタリング法によるGe系薄膜堆積と Li イオン電池への応用研究

羽生　侑真 LiPON電解質薄膜を用いた全固体型 Li イオン電池に関する研究

野間　大和 空間輝度分布による 2眼 RSカメラ可視光通信の誤り率改善と長距離化

石黒　泰誠 米エステル油の絶縁破壊特性
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2019 年度　卒業研究紹介
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名城大学理工同窓会の総会は、例年6月に開催されていましたが、新型コロナの影響により、2020年
度の総会は10月以降に実施される予定です。 
詳細が決まり次第、名城大学理工同窓会ホームページに掲載されますので、ご確認のほど、よろしくお
願いたします。 
なお、総会時に行われる記念講演会につきましては中止となりますので、予めご了承願います。 

2020 年度のソフトボール大会は、中止となりました。 

電気会では、毎年 5 月に代議員会を行い、総会議案の審議等を行なっていただいています。 
現在、以下の学年代議員が不足しています。お引き受けいただける方は以下の申込先にご連絡ください。 
 昭和 33、34、36、41～44、46～48、51、54、57、58、61、62 年、 

平成 8、9、11、14～17、19、22、24、26 年 
申込先：電気会事務局メールアドレスに、お名前、卒業年を記載し、お申し込みください。 

賛助会員にご応募ください。年会費は 1 万円です。 
電気会ホームページ（URL:http://meijo-denkikai.jp）にて企業広告掲載を行います。 
※賛助会員：電気会の目的に賛同しその事業の援助を行う者で、役員会の承認を得た個人または団体。 
申込先：電気会事務局メールアドレスに、お名前、卒業年を記載し、お申し込みください。 

住所や勤務先が変わられた時は、電気会ホームページの会員情報変更申請頁から情報更新をお願いしま
す。 

電気会会誌は、電気会ホームページからダウンロード可能です。紙面の送付を希望される方は、電気会
事務局メールアドレスに、お名前、送付先住所を記載のうえ、お申し込みください。 

 

2020 年度理工同窓会 総会について 

電気電子工学科研究室対抗ソフトボール大会への OB チーム参加者募集！！ 

代議員の募集 

賛助会員の募集 

会員情報更新のお願い 

電気会会誌の送付について 
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